
令和８年１月末現在の状況

学年 児童数 バス通学 生徒数 バス通学 生徒数 バス通学

１年 15 10 22 14 34 2

２年 19 7 23 14 42 4

３年 15 10 24 11 31 5

４年 9 3

５年 9 5

６年 15 10

計 82 45 69 39 107 11

合計 258 95

バス(１) 市内回り 三菱 ５６人乗り 47

バス(２) 施設回り いすず ５６人乗り 48

給食運搬車

種別

郵便番号

住所

電話

ＦＡＸ

校長

事務長

スクールバス運行に関する基礎資料

学校名 秋田県立栗田支援学校

学部 小学部 中学部 高等部

児童生徒数 バス通学生数

車高調整可

車高調整可　ﾉﾝｽﾃｯﾌﾟ

秋田市新屋栗田町１０－１０

０１８－８２８－１１６２

０１８－８２８－４７２０

神部　守（令和７年度）

運行経路 別紙参照

校外学習等　バス（１）５０回、バス（２）２０回

　　　　　　延べ７０回を予定している。

知的障害

特徴

知的障害の特別支援学校で、児童生徒数は２５８名である。約７割は自宅通学
生で、約３割は寄宿舎生と施設入所生である。児童生徒のほとんどは秋田市出身
であるが、中央地区出身者が数名在籍している。新屋地域の人材や施設、行事等
の資源を活用して、小学部段階から地域学習を積極的に行っている。中・高等部
では、実践的な職業教育として、地域と連携した作業製品の開発や販売、外部清
掃活動、ランチ「くりた」の営業等を行っている。

児
童
生
徒
数

学
校
に
つ
い
て

小野　弘美　（令和７年度）

児童生徒の特徴

自閉症（自閉的傾向を含む）の児童生徒が多く、情緒不安定になると自傷行
為、他害行為が見られる。登校便は、満席に近い状態になり、安全面で、見守り
と適切な支援が必要である。また、てんかん発作による失禁や体調不良による嘔
吐等衛生面での素早い対応が必要である。さらに、バス乗降時には荷物確認、飛
び出し等に配慮した対応が必要であり、保護者・施設・学校間での連携が欠かせ
ない。

車
両

種類 運行コース 車種 定員 乗車人員 特徴等

その他稼働状況

０１０－１６２１



■スカイ（施設経由～施設生・自宅通学生送迎）

【　登　　校　】 【　下　校　】 １便 (水) ２　便 始・終業式等

学　校　発 ７：００ 学　校　発 １３：３０ １５：１０ １１：４０

茨島生協 ７：１５ 茨島生協 １３：４０ １５：２０ １１：５０

仁井田新中島 ７：２０ 仁井田新中島 １３：４３ １５：２３ １１：５３

仁井田交番 ７：２５ 仁井田交番 １３：４８ １５：２８ １１：５８

総合支援エリア ７：４５ 総合支援エリア １３：５５ １５：３５ １２：０５

若竹学園 ８：０５ 若竹学園 １４：１０ １５：５０ １２：２０

田尻沢 ８：２０ 田尻沢 １４：２０ １６：００ １２：３０

学　校　着 ８：４０ 学　校　着 １４：４０ １６：２０ １２：５０

【　下　校　】

学校発 １３：３０ 学校発

山王交番 １３：４０ 若竹学園

ダイソー広面店前 １３：５５ 学校着

総合支援エリア １４：０５

若竹学園 １４：２０

田尻沢 １４：３０

学校着 １４：４０

◇登校時

◇下校時

◇下校時
月・火・木曜１便
　

　　水曜日２便

■マリン（土崎経由～自宅通学生送迎）

【　登　　校　】 【　下　校　】 １便（水） ２　便 始・終業式等

学　校　発 ６：５０ 学　校　発 １３：３０ １５：１０ １１：４０

港南二丁目 ７：１０ 港南二丁目 １３：４７ １５：２７ １１：５７

自衛隊入口 ７：１２ 自衛隊入口 １３：５０ １５：３０ １２：００

高野一区 ７：１８ 高野一区 １３：５３ １５：３３ １２：０３

マツダ前 ７：２２ マツダ前 １３：５６ １５：３６ １２：０６

中央郵便局前 ７：２６ 中央郵便局前 １４：００ １５：４０ １２：１０

ダイソー広面店前 ７：４５ ダイソー広面店前 １４：１５ １５：５５ １２：２５

楢山登町 ８：０５ 楢山登町 １４：２５ １６：０５ １２：３５

上下水道局前 ８：１５ 上下水道局前 １４：３２ １６：１２ １２：４２

豊町 ８：１８ 豊町 １４：３５ １６：１５ １２：４５

学校着 ８：３５ 学校着 １４：４５ １６：２５ １２：５５

◇登校時

◇下校時

令和８年度 スクールバス運行表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田県立栗田支援学校

１便(月 火 木)

１５：３０

１５：５０

＊下校便で総合支援エリアの利用者がいない場合は停車しません。

学校発…≪秋田大橋≫…茨島生協…仁井田新中島…仁井田交番…≪横山金足線≫…総合支援エリア
…若竹学園…≪南大橋≫…田尻沢…学校着

学校発…≪秋田大橋≫…茨島生協…仁井田新中島…仁井田交番…≪横山金足線≫…総合支援エリア
…若竹学園…≪南大橋≫…田尻沢…学校着

■スカイ・マリン統合便
２便(水)

１５：１０

学校発…≪雄物大橋・南バイパス・臨海バイパス≫…港南二丁目…自衛隊入口…高野一区…マツダ前
…中央郵便局前…≪中央地下道≫…ダイソー広面店前…≪中央地下道≫…楢山登町…≪新国道≫
…上下水道局前…豊町…≪雄物大橋≫…学校着

＊金曜日は、スクールバスを２便のみ運行します。

学校発…≪雄物大橋・南バイパス・臨海バイパス≫…港南二丁目…自衛隊入口…高野一区…マツダ前
…中央郵便局前…≪中央地下道≫…ダイソー広面店前…≪中央地下道≫…楢山登町…≪新国道≫
…上下水道局前…豊町…≪雄物大橋≫…学校着

学校発…≪雄物大橋・南バイパス≫…山王交番…≪中央地下道≫…ダイソー広面店前…≪横山金足線≫
…総合支援エリア…若竹学園…≪南大橋≫…田尻沢…学校着

学校発…≪南大橋≫…若竹学園…≪南大橋≫…学校着



ダイソー広面店前 

(理容・美容 cut-A) 

令和８年度スクールバス運行経路 

秋田県立栗田支援学校 

 

①  茨島生協 

②  仁井田新中島 

③  仁井田交番 

④  総合支援エリア 

⑤  若竹学園 

⑥  田尻沢 

①  港南二丁目 

②  自衛隊入口 

③  高野一区 

④  マツダ前 

⑤  秋田中央郵便局 

⑥  ダイソー広面店前 

⑦  楢山登町 

⑧  上下水道局前 

⑨  豊町 

マリン 登校便 下校便 

（土崎経由） 

総合支援エリア 

④ 

⑥田尻沢 

スカイ 登校便  

下校便(１便 水) 

（２便 月・火・木・金) 



 

乗降場所 

①  山王交番 

②  ダイソー 

広面店前 

③  総合支援 

エリア 

④  若竹学園 

乗降場所 

①  若竹学園 

総合支援エリア 

③ 

スカイ・マリン統合便（下校２便 水） 

ダイソー広面店前 

スカイ・マリン統合便（下校１便 月・火・木） 

① 



学校名

学部

学年 児童数 バス通学 生徒数 バス通学 生徒数 バス通学

１年 10 8 16 12 13 4

２年 7 5 11 8（うち下校便のみ3） 12 8

３年 3 2 12 6 13 2

４年 5 4

５年 2 1

６年 4 4

計 31 24 39 26 38 14

合計 108 64

種類 車種 定員 乗車人員

バス（１） 五城目方面 大型バス 56 29

バス（２） 男鹿方面 マイクロバス 23 18

バス（３） 秋田市北部 マイクロバス 24 17

種　　別 知的障害特別支援学校

郵便番号 ０１０－０１０１

住　　所

電　　話

F　A　X

校長（R7年度）

事務長（〃）

その他稼働状況

校外学習活動、部活動の大会輸送として延べ７５回（台）を運行する。
登校時には、大型バスに２名、マイクロバス各車両に１名ずつ、安全確保や支援
のための添乗員を配置する。下校時は、本校職員が添乗員として３台の車両に１
名ずつ添乗する。
スクールバスの維持管理のため、整備管理者を配置し、日常的な点検・整備等を
行う。また、３か月に１回、車内置き去り防止安全装置の定期点検を行う。
運行会社と運転手、添乗員、本校職員による情報交換会を年に２回、開催する。

スクールバス運行に関する基礎資料
令和８年１月２6日現在の状況

（人数は令和８年度予定数）

天王みどり学園

小学部 中学部 高等部

高田屋陽子

中山恵理子

車
両

特徴等

わかさぎ号

なまはげ号　乗降リフト付

かもしか号　乗降リフト付

０１８－８７０－４６１２

運行経路 別紙参照

特　　　徴

本校は、男鹿・南秋地区の特別支援学校として、平成１５年４月に開校した。秋
田県総合教育センターに隣接しており、連携して双方の研修の機会と教育の場の
充実を図っている。教育目標『地域とつながり、一人一人が自分らしく輝き、進
んで社会参加できる児童生徒の育成』のもと、一人一人の教育的ニーズに即した
指導をめざし、教育実践に取り組んでいる。児童生徒全員が自宅から通学してお
り、過半数が登校時スクールバスを利用している。

学
校
に
つ
い
て

児
童
生
徒
数
（
予
定
）

児童生徒数 バス通学生数

児童生徒の特徴

児童生徒の中には、てんかん発作を有する子どもが数名いるが、発作が落ち着い
ている状態での乗車である。また、多動な子どもがおり、落ちついて座席に座っ
ていることができるように、保護者の了承を得て補助ベルトや座席仕切りのビ
ニールカーテンを使用している.。

０１８－８７０－４６１１

秋田県潟上市天王字追分西２７番地の１８









【わかさぎ号】五城目方面

予定時刻

発着・停車場 月、火、木、金曜日 水曜日 14:10 1３:30 下校 11:30下校 11:15下校

学校発・着 7:10 16:25 15:35 14:55 12:55 12:40

五城目町役場 7:50 15:47 14:57 14:17 12:17 12:02

ファミリーマート

八郎潟上沖谷地店
7:55 15:55 15:05 14:25 12:25 12:10

薬王堂秋田井川店 8:02 通過 通過 通過 通過 通過

羽後飯塚駅 8:06 15:32 14:42 14:02 12:02 11:47

ツルハドラッグ潟上昭和店 8:15 通過 通過 通過 通過 通過

マックスバリュ天王店 8:30 15:10 14:20 13:40 11:40 11:25

学校発・着 8:40 15:00 14:10 13:30 11:30 11:15

・運行距離　　約48ｋｍ

【なまはげ号】男鹿方面

予定時刻

発着・停車場 月、火、木、金曜日 水曜日 14:10 1３:30 下校 11:30 下校 11:15下校

学校発・着 7:15 16:15 15:25 14:45 12:45 12:30

脇本ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 7:40 15:55 15:05 14:25 12:25 12:10

若美コミセン 7:54 15:46 14:56 14:16 12:16 12:01

船越駅前 8:11 15:29 14:39 13:59 11:59 11:44

天王駅前 8:17 15:23 14:33 13:53 11:53 11:38

潟上市役所 8:30 15:10 14:20 13:40 11:40 11:25

学校発・着 8:40 15:00 14:10 13:30 11:30 11:15

・運行距離　　約47ｋｍ

【かもしか号】秋田市北部方面

予定時刻

発着・停車場 月、火、木、金曜日 水曜日14:10 1３:30 下校 11:30下校 11:15下校

学校発 7:40 15:00 14:10 13:30 11:30 11:15

飯島一区バス停 通過 通過 14:23 13:43 11:43 11:28

飯田街道バス停 8:01 15:16 14:26 13:46 11:46 11:31

土崎生鮮いちばん 8:08 15:23 14:33 13:53 11:53 11:38

外旭川サテライトクリニック 8:16 15:31 14:41 14:01 12:01 11:46

飯島透析クリニック 8:30 15:45 14:55 14:15 12:15 12:00

学校着 8:40 15:55 15:05 14:25 12:25 12:10

・運行距離　　約20ｋｍ

下  校
登校

令和８年度 スクールバス運行経路・時刻表 

登校

下  校　　※登校便と逆順

下  校　　※登校便と逆順、一部経路変更あり

登校













委 託 契 約 書（案） 

 

 秋田県立○○支援学校 校長 ○○ ○○（以下「甲」という。）と  受託者 ○○ ○○（以

下「乙」という。）とは、特別支援学校（○○地区）スクールバス等運行業務委託について、次のと

おり契約を締結する。 

 

 （委託） 

第１条 甲は、特別支援学校（○○地区）スクールバス等運行業務（以下「委託業務」という。）の

実施を乙に委託し、乙は、これを受託するものとする。 

２ 前項に規定する業務の内容は、別紙１仕様書に基づくものとする。 

 （委託期間） 

第２条 この契約の期間は、令和８年４月１日から令和９年３月３１日までとする。 

２ 甲は、前項の規定にかかわらず、契約を締結した日の属する年度の翌年度の歳入歳出予算におい

て、この契約に係る金額について減額又は削除があった場合には、この契約を解除することができ

る。この場合において、乙は、解除により生じた損害の賠償を請求することができない。 

 （委託料） 

第３条 委託料は年額○○，○○○，○○○円（うち消費税及び地方消費税○，○○○，○○○円）

とし、月毎の支払いは、一ヶ月○○○，○○○円（うち消費税及び地方消費税○○，○○○円）

とする。 

 （委託料の支払い方法） 

第４条 乙は、毎月の委託業務を完了したときは、遅滞なく業務完了報告書を甲に提出するものとす

る。 

２ 甲は、乙から前項による業務の完了報告書を受理したときは、速やかに検査するものとする。 

３ 乙は、前項の検査に合格したときは、甲の定める手続きに従って委託料を請求するものとする。 

４  甲は、乙から適法な請求書を受理した日から３０日以内に乙が指定する金融機関に支払いを行う

ものとする。 

５ 検査に要する費用は乙の負担とする。 

 （契約保証金） 

第５条 乙は、甲に対し契約保証金として○○○○円を納付するものとする。（※納付の場合） 

    甲は、乙が納付すべき契約保証金を秋田県財務規則第１７８条第○号の規定により免除する。 

    （※免除の場合） 

 （秘密の保持） 

第６条 乙は、委託業務の実施に際して知り得た秘密を他に漏らしてはならない。 

２ 前項の秘密を漏らしたことによって生ずる一切の損害賠償は、乙が負担する。 

 （調査等） 

第７条 甲は、乙の委託業務の実施状況について、随時に、調査し、若しくは必要な報告を求め、又

は委託業務の実施に関して乙に必要な指示を与えることができるものとする。 

 （報告） 

第８条 乙は、委託業務の実施状況について、別に定める様式により、毎日甲に報告しなければなら

ない。 

２ 乙は、委託業務完了後、遅滞なく、業務完了届を甲に提出するものとする。 

 （再委託の禁止） 

第９条 乙は、委託業務の実施を自ら行うものとし、他の者にその処理を再委託することができない。

ただし、書面により甲の承認を得たときは、この限りではない。 



 （事故等の報告） 

第 10条 乙は、業務の履行に伴い、事故等が生じた場合は、直ちに甲に報告しなければならない。 

 （事故等の処理） 

第 11条 乙は、業務の履行に伴い生じた事故等に対する一切の処理手続きを行うものとする。その

場合において乙は、処理方法について甲に報告しなければならない。 

 （第三者に及ぼした損害） 

第 12条 乙は、業務の履行に伴い、第三者に損害を及ぼしたときは、その損害を賠償しなければな

らない。 

 （解除等） 

第 13条  甲は、次の各号の一に該当する場合には、この契約を解除することができる。 

  (1) 乙が正当な理由なくしてこの契約に違反したとき 

  (2) 乙の契約内容の履行が不完全だと甲が認めたとき。 

  (3) 乙が故意又は重大過失により甲に損害を与えたとき。 

  (4) この契約について、乙又はその従業員に不正又は不当な行為があったとき。 

 (5) 第２条第２項により契約に係る金額について減額又は削除があったとき 

２ 前項(1)から(4)の規定によりこの契約が解除されたときは、委託料の１０分の１に相当する金額

（その金額に１円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てた額）を違約金として乙から徴収

する。この場合において、乙が契約保証金を納付しているときは、その契約保証金を違約金に充当

するものとする。 

 （契約の費用） 

第 14条 この契約の締結に要する費用は、乙の負担とする。 

 （個人情報の保護） 

第 15条 乙は、この契約に係る事業を実施するための個人情報の取り扱いについては．別紙「個人

情報取扱特記事項」を守らなければならない。 

 （信義則） 

第 16条 甲及び乙は、信義を重んじ、誠実にこの契約を履行しなければならない。 

 （疑義等の決定） 

第 17条 この契約に定めのない事項及びこの契約に関し疑義が生じたときは、甲と乙が協議して定

めるものとする。 

 

 この契約の締結を証するため、この契約書を２通作成し、甲乙両者記名押印のうえ、各自その１通

を保有するものとする。 

 

 令和８年３月 日 

 
         委託者（甲）秋田県○○市○○ 

                秋田県立○○支援学校 校長 ○○ ○○ 

         受託者（乙）住 所  

                       商号又は名称  ○○ 

                 代表者氏名  ○○ ○○ 



 

個 人 情 報 取 扱 特 記 事 項 

 

（基本的事項）  

第１ 乙は、個人情報の保護の重要性を認識し、この契約による業務の実施に当たっては個人の権利

利益を侵害することのないよう、個人情報の取扱いを適正に行わなければならない。 

 

（秘密の保持） 

第２ 乙は、この契約による業務に関して知り得た個人情報を他に漏らしてはならない。この契約に

よる業務が終了し、又はこの契約が解除された後においても、同様とする。 

 

（責任体制の整備） 

第３ 乙は、個人情報の適正な取扱いについて、内部における責任体制を構築し、その体制を維持し

なければならない。 

 

（責任者等の届出） 

第４ 乙は、この契約による個人情報の取扱いに係る業務の責任者（以下「責任者」という。）及び

業務に従事する者（以下「従事者」という。）を定め、書面によりあらかじめ、甲に届け出なけれ

ばならない。これらの者を変更しようとするときも、同様とする。 

２ 乙は、責任者に、従事者がこの特記事項に定める事項を適切に実施するよう監督させなければな

らない。 

３ 乙は、従事者に、責任者の指示に従い、この特記事項に定める事項を遵守させなければならない。 

 

（派遣労働者の利用時の措置） 

第５ 乙は、この契約による業務を派遣労働者（労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者

の保護等に関する法律（昭和６０年法律第８８号）第２条第２号に規定する派遣労働者をいう。以

下同じ。）に行わせる場合は、労働者派遣契約書に秘密保持義務等個人情報の取扱いに関する事項

を明記しなければならない。この場合の守秘義務の期間は、第２の期間に準ずるものとする。 

２ 乙は、派遣労働者にこの契約に基づく一切の義務を遵守させなければならない。 

３ 乙は、乙と派遣元との契約内容にかかわらず、甲に対して、派遣労働者による個人情報の処理に

関する責任を負うものとする。 

 

（教育の実施等） 

第６ 乙は、個人情報の適正な取扱い、情報セキュリティに対する意識の向上、この特記事項におい

て責任者及び従事者が遵守すべき事項その他この契約による業務の適切な履行に必要な教育及び研

修を、責任者及び従事者全員に対して実施しなければならない。 

２ 乙は、責任者及び従事者に対して、在職中又は退職後においてもその業務に関して知り得た個人

情報を不正な利益を図る目的で提供し、又は盗用してはならないこと、これに違反した場合の罰則

規定が個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号。以下「法」という。）にあること

その他個人情報の適正な取扱いに関し必要な事項を周知しなければならない。 



 

（再委託の禁止）  

第７ 乙は、この契約による業務を行うための個人情報の処理は、自ら行うものとし、第三者にその

取扱いを委託し、又はこれに類する行為（以下「再委託」という。再委託の相手方が当該再委託を

する者の子会社（会社法（平成１７年法律第８６号）第２条第１項第３号に規定する子会社をい

う。）である場合を含む。以下同じ。）をしてはならない。 

２ 乙は、この契約による業務の一部をやむを得ず再委託する必要がある場合は、あらかじめ次の各

号に規定する項目を記載した書面を甲に提出して甲の承認を得なければならない。承認を得た再委

託の内容を変更しようとする場合も、同様とする。  

（１）再委託を行う業務の内容  

（２）再委託で取り扱う個人情報  

（３）再委託の期間  

（４）再委託が必要な理由  

（５）再委託の相手方（名称、代表者、所在地、連絡先）  

（６）再委託の相手方における責任体制並びに責任者及び従事者  

（７）再委託の相手方に求める個人情報の適正な取扱いに関する措置の内容  

（８）再委託の相手方の監督方法  

３ 前項の場合、乙は、再委託の相手方にこの契約に基づく一切の義務を遵守させるとともに、乙と

再委託の相手方との契約内容にかかわらず、甲に対して再委託の相手方による個人情報の取扱いに

関する責任を負うものとする。  

４ 乙は、再委託契約において、再委託の相手方に対する監督及び個人情報の適正な取扱いの方法に

ついて具体的に規定しなければならない。  

５ 乙は、この契約による業務を再委託した場合、その履行を管理及び監督するとともに、甲の求め

に応じて、その状況等を甲に報告しなければならない。  

６ 第２項から前項までの規定は、再委託の相手方が更に再委託（以下「再々委託」という。）を行

う場合以降について準用する。これらの場合において、「乙」とあるのは「再々委託する者」等と、

「再委託の相手方」とあるのは「再々委託の相手方」等と、「再委託契約」とあるのは「再々委託

契約」等と委託の段階に応じて読み替えるものとする。 

 

（取得の制限） 

第８ 乙は、この契約による業務を行うために個人情報を取得するときは、業務を達成するために必

要な範囲内で、適法かつ公正な手段により行わなければならない。 

 

（目的外利用及び提供の禁止） 

第９ 乙は、甲の指示又は承認があるときを除き、この契約による業務に関して知り得た個人情報を

契約以外の目的に利用し、又は第三者に提供してはならない。 

 

（複写又は複製の禁止） 

第１０ 乙は、甲の承認があるときを除き、この契約による業務を処理するために甲から引き渡され

た個人情報が記録された資料等を複写し、複製し、又はこれらに類する行為をしてはならない。 



 

（個人情報の安全管理） 

第１１ 乙は、この契約による個人情報の取扱いについて、法に基づく安全管理措置を講ずるととも

に、次の各号の定めるところにより、個人情報の安全管理のために必要かつ適切な措置を講じなけ

ればならない。 

（１） 個人情報を取り扱う業務、個人情報の範囲及び従事者を明確化し、取扱規程等を策定する

こと。 

（２） 組織体制の整備、取扱規程等に基づく運用、取扱状況を確認する手段の整備、情報漏えい

等事案に対応する体制の整備、取扱状況の把握及び安全管理措置の見直しを行うこと。 

（３） 従事者の監督・教育を行うこと。 

（４） 個人情報を取り扱う区域の管理、機器及び電子媒体等の盗難等の防止、電子媒体等の取扱

いにおける漏えい等の防止、個人情報の削除、機器及び電子媒体等の廃棄を行うこと。 

（５） アクセス制御、アクセス者の識別と認証、外部からの不正アクセス等の防止、情報漏えい

等の防止を行うこと。 

 

（漏えい等の防止） 

第１２ 乙は、この契約による業務に関して知り得た個人情報について、個人情報の漏えい、滅失及

びき損（以下「漏えい等」という。）の防止その他個人情報の適正な管理のために必要な措置を講

じなければならない。 

２ 乙は、甲からこの契約による業務を処理するために利用する個人情報の引渡しを受ける場合は、

甲が指定した手段、日時及び場所で引渡しを受けた上で、甲に受領書を提出しなければならない。 

３ 乙は、この契約による業務に関して知り得た個人情報を取り扱う場所（以下「作業場所」とい

う。）を特定し、あらかじめ甲に届け出なければならない。その特定した作業場所を変更する場合

も、同様とする。 

４ 乙は、甲が承認した場合を除き、この契約による業務に関して知り得た個人情報を特定した作業

場所から持ち出してはならない。 

５ 乙は、この契約による業務に関して知り得た個人情報を運搬する場合は、その方法（以下「運搬

方法」という。）を特定し、甲に届け出なければならない。その特定した運搬方法を変更しようと

する場合も、同様とする。 

６ 乙は、従事者に対し、身分証明書を常時携帯させるとともに、事業者名を明記した名札等を着用

させて業務に従事させなければならない。 

７ 乙は、この契約による業務を処理するために使用するパソコンや電子媒体（以下「パソコン等」

という。）を台帳で管理するものとし、甲が承認した場合を除き、当該パソコン等を特定した作業

場所から持ち出してはならない。 

８ 乙は、この契約による業務を処理するために、私用のパソコン等その他の私用物を持ち込んで使

用してはならない。 

９ 乙は、この契約による業務を処理するパソコン等に、ファイル交換ソフトその他個人情報の漏え

い等につながるおそれがあるソフトウェアをインストールしてはならない。 

１０ 乙は、この契約による業務に関して知り得た個人情報を、秘匿性等その他の内容に応じて、次

の各号に定めるところにより管理しなければならない。 



 （１） 個人情報は、施錠できる保管庫又は施錠若しくは入退室管理の可能な保管室等に保管しな

ければならない。 

（２） 個人情報を電子データとして保存又は甲の承認を得て持ち出す場合は、暗号化処理又はこ

れと同等以上の保護措置をとらなければならない。 

（３） 個人情報を電子データで保管する場合、当該データが記録されたパソコン等及びそのバッ

クアップの保管状況並びに個人情報の正確性について、定期的に点検しなければならない。 

（４） 個人情報を管理するための台帳を整備し、個人情報の受渡し、使用、複写又は複製、保管、

廃棄等の取扱いの状況、日時及び担当者を記録しなければならない。 

 

（返還、廃棄又は消去） 

第１３ 乙は、この契約による業務に関して知り得た個人情報について、業務の完了時に、甲の指示

に基づいて返還、廃棄又は消去しなければならない。 

２ 乙は、この契約による業務に関して知り得た個人情報を廃棄又は消去する場合は、事前に廃棄又

は消去すべき個人情報の項目、媒体名、数量、廃棄又は消去の方法及び処理予定日を書面により甲

に提出し、甲の承認を得なければならない。 

３ 乙は、この契約による業務に関して知り得た個人情報を廃棄する場合、電子媒体を物理的に破壊

する等当該個人情報が判読、復元できないように確実な方法で廃棄しなければならない。 

４ 乙は、パソコン等に記録されたこの契約による業務に関して知り得た個人情報を消去する場合、

データ消去用ソフトウェア等を使用し、通常の方法では当該個人情報が判読、復元できないように

確実に消去しなければならない。 

５ 乙は、廃棄又は消去に際し、甲から立会いを求められた場合は、これに応じなければならない。 

６ 乙は、個人情報を廃棄又は消去した場合には、甲に対し、その日時、担当者名及び廃棄又は消去

の内容を記録した書面で報告しなければならない。 

 

（報告） 

第１４ 乙は、甲からこの契約による業務の処理に係る個人情報の取扱いの状況について報告を求め

られた場合は、個人情報の取扱いに関する点検を実施し、直ちに甲に報告しなければならない。 

２ 乙は、個人情報の取扱いの状況に関する定期報告及び緊急時報告の手順を定めなければならない。 

 

（監査及び検査） 

第１５ 甲は、必要があると認めるときは、乙がこの契約による業務の処理に係る個人情報の取扱い

について、この特記事項の規定に基づき必要な措置が講じられているかどうかを検証及び確認する

ため、乙及び再委託の相手方（第７に基づき再々委託を行う場合以降の当該再々委託の相手方等も、

同様とする。以下同じ。）に対して、随時、実地の監査又は検査をすることができる。 

２ 甲は、前項の目的を達するため、乙及び再委託の相手方に対して必要な情報を求め、又はこの契

約による業務の処理に関して必要な指示をすることができる。 

３ 乙は、甲からこの契約による業務の処理に関して改善を指示された場合には、その指示に従わな

ければならない。 

 

（事故発生時の対応） 



第１６ 乙は、この契約による業務の処理に関して個人情報の漏えい等の事故が発生した場合は、当

該事故の発生に係る帰責の有無にかかわらず、当該事故に係る個人情報の内容、数量、発生場所、

発生状況等を書面により甲に直ちに報告し、その指示に従わなければならない。  

２ 乙は、前項の漏えい等の事故があった場合には、直ちに被害を最小限にするための措置を講ずる

とともに、前項の指示に基づいて、当該事故に係る事実関係を当該漏えい等のあった個人情報の本

人に通知し、又は本人が容易に知り得る状態にする等の措置を講ずるものとする。  

３ 乙は、甲と協議の上、二次被害の防止、類似事案の発生回避等の観点から、可能な限り当該漏え

い等の事故に係る事実関係、発生原因及び再発防止策の公表に努めなければならない。 

４ 甲は、この契約による業務に関し個人情報の漏えい等の事故が発生した場合は、必要に応じて当

該事故に関する情報を公表することができる。 

 

（契約の解除）  

第１７ 甲は、乙がこの特記事項に定める義務を履行しない場合には、この契約の全部又は一部を解

除することができる。 

２ 乙は、前項の規定に基づく契約の解除により損害を被った場合においても、甲にその損害の賠償

を求めることはできない。  

 

（損害賠償）  

第１８ 乙は、この特記事項に定める義務に違反し、又は怠ったことにより甲が損害を被った場合に

は、甲にその損害を賠償しなければならない。 

 

 



１　見積金額

２　月間委託費明細 （単位：円）

令和８年度特別支援学校（中央地区）スクールバス等運行業務委託設計書

税抜金額 税込金額

月間委託費

年間委託費

科目 金　額 摘要

人件費  内訳書による

社会保険料  内訳書による

福利厚生費  内訳書による

車両にかかる任意保険料  内訳書による

事務費             円／月

事業費小計

諸経費  事業費の１０％

小計

月間委託費合計 千円未満切捨



令和８年度特別支援学校（中央地区）スクールバス等運行業務委託設計書積算内訳書

１ 人件費

区分 時給（円） 実働時間(h)
就業日数

(年間/12)
年間就業日数 人員 金額 摘要

3.0 160 1 ゆり(小型：本荘1)

4.0 42 1 ゆり(小型：本荘2)

4.5 119 1 ゆり(小型：にかほ1)

5.5 83 1 ゆり(小型：にかほ2)

4.0 160 1 ゆり(大型：岩城)

5.5 42 1 ゆり(大型：岩城)

4.0 42 1 栗田(スカイ1)

4.5 41 1 栗田(スカイ2)

5.0 118 1 栗田(スカイ3)

4.0 201 1 栗田(マリン)

3.0 199 1 天王(かもしか)

4.0 199 1 天王(なまはげ)

4.0 199 1 天王(わかさぎ)

運転手（校外学

習業務）
5.0 205 1

ゆり60､栗田70､天王

75

2.5 202 1 ゆり(大型：本荘)

2.5 202 1 ゆり(小型：にかほ)

2.5 202 1 ゆり(小型：岩城)

2.5 201 3 栗田(スカイ)

2.5 201 3 栗田(マリン)

2.5 199 1 天王(かもしか)

2.5 199 1 天王(なまはげ)

2.5 199 2 天王(わかさぎ)

２ 社会保険料

金額 摘要

厚生年金・健康保険・介護保険・子ども子育て拠出金・子ども子育て支援金含む

　　運転手 円×保険料率× ／ 1,000

　　添乗員 円×保険料率× ／ 1,000 雇用・労災

３ 福利厚生費

科目 回数 金額 摘要

健康診断料 年１回 円× 21 人／12月

被服費 年１回 円× 21 人／12月

４ 任意保険料

科目 区分 金額 摘要

任意保険 年間 円× 8 台／12月

月額計

区分

運転手（登下校

業務、運行前点

検等１時間含

む）

添乗員（登校業

務、介助・添

乗・車内清掃

等）

月額計

積算内訳

月額計

積算内訳

月額計



 

物品無償貸付契約書（案） 

 
 貸付人 秋田県立栗田支援学校 校長 ○○ ○○（以下「甲」という。）と借受人 ○○
○○（以下「乙」という）との間において、次により物品の無償貸付契約を締結する。 
 
 （目的） 
第１条 甲は、特別支援学校（中央地区）スクールバス等運行業務委託の受託者である乙に対
し、スクールバス等（以下「貸付物品」という）を無償で貸し付けるものとする。 

 （貸付物品） 
第２条 甲が乙に貸し付ける物品は様式１のとおりとする。 
 （期間） 
第３条 使用貸付の期間は、令和８年４月１日から令和９年３月３１日までとする。 
 （譲渡及び転貸の禁止） 
第４条 乙はこの契約により生ずる権利を譲渡し、又は担保の目的に供してはならない。 
２ 乙は貸付物品を転貸してはならない。 
 （貸付物品の管理） 
第５条 乙は貸付物品を善良な管理者の注意をもって維持管理しなければならない。 
２ 貸付物品の維持管理上必要な経費については甲が負担するものとする。 
 （使用上の制限） 
第６条 乙は貸付物品の使用にあたっては、その用途以外の目的に供してはならない。 
２ 乙は貸付物品を亡失し、又はき損した場合は直ちに甲にその旨を報告しなければならない。 
３ 乙は貸付物品を亡失又はき損が乙の責任であるときは、乙の負担において貸付物品を現状
に復し、又は甲の決定した適正な価格をもって弁償しなければならない。 

 （調査権） 
第７条 甲は貸付物品の維持管理の適正を期するため、必要があると認めるときは、職員をし
て、 その実態を調査させることができる。 

２ 甲は前項による実態調査についての報告若しくは、資料の提出を乙に対して求めることが
できる。 

 （解除） 
第８条 甲は次の各号のいずれかに掲げる事態が生じたときは、この契約を解除することがで
きる。 

 (１)甲において貸付物品を公用又は公共用に供する必要が生じたとき 
 (２)乙が第４条、第５条及び第６条の規定に違反したとき 
 (３)その他乙がこの契約上の義務を履行しないとき 
 （その他） 
第９条 この契約に定めない事項については、甲乙協議をして定めるものとする。 
  
 この契約の締結を証するため、契約書を２通作成し、甲乙各自１通を所持するものとする。 
 
 令和８年３月 日 
 
   甲 貸付人 秋田県秋田市新屋栗田町１０－１０ 
         秋田県立栗田支援学校 
         校 長     ○○ ○○ 
 
 
 
   乙 借受人 ○○○○○○ 
       ○○○○○○○○○○○○ 
         ○○○○○○○○○○○○   



 
 様式１  貸付物品明細 
                                                                    栗田支援学校 

 

品名 

 

車種 

 

登録番号 

 

車台番号 

 

初度登録年月 

 

排気量 

 

燃料 

 

登録年月日 

 

乗合自動車 

 

 

 

大型バス 

 

 

秋田 200 

は 374 

 

MP35FM- 

66129 

 

 

平成 29 年 8 月 

 

 

 

7.54L 

 

 

 

軽油 

 

 

平成 29 年 

 8 月 7 日 

 

乗合自動車 

 

 

 

大型バス 

 

 

秋田 200 

は 443 

 

 

LV290Q3- 

7000339 

 

 

 

令和 5 年 3 月 

 

 

 

5.19L 

 

 

 

軽油 

 

 

令和 5 年 

3 月 24 日 

 

 

品名 規格・品質 メーカー 登録年月日 数量 

バス用プラズマクラスター 
イオン発生機 

044780-1700 デンソー 令和 3 年 1 月 5 日 3 台 

バス用プラズマクラスター 
イオン発生機 

044780-1700 デンソー 令和 3 年 1 月 7 日 3 台 

自動音声警報器 KMK-900 ﾚｿﾞﾅﾝﾄ･ｼｽﾃﾑｽﾞ 令和 5年 6月 16 日 2 台 

 



 

物品無償貸付契約書（案） 

 
 
 貸付人 秋田県立支援学校天王みどり学園 校長 〇〇 〇〇（以下「甲」という。）と、借受人 
〇〇〇〇（以下「乙」という。）との間において、下記条項により物品の無償貸付契約を締結する。 
 
（目的） 
第１条 甲は、特別支援学校（中央地区）スクールバス等運行業務委託の受託者である乙に対し、  

スクールバス等（以下「貸付物品」という）を無償で貸し付けるものとする。 
（貸付物品） 
第２条 甲が乙に貸し付ける物品は様式１のとおりとする。 
（期間） 
第３条 使用貸付の期間は、令和８年４月１日から令和９年３月３１日までとする。 
（譲渡及び転貸の禁止） 
第４条 乙はこの契約により生ずる権利を譲渡し、又は担保の目的に供してはならない。 
２ 乙は貸付物品を転貸してはならない。 
（貸付物品の管理） 
第５条 乙は貸付物品を善良な管理者の注意をもって維持管理しなければならない。 
２ 貸付物品の維持管理上必要な経費については甲が負担するものとする。 
（使用上の制限） 
第６条 乙は貸付物品の使用にあたっては、その用途以外の目的に供してはならない。 
２ 乙は貸付物品を亡失し、又はき損した場合は直ちに甲にその旨を報告しなければならない。 
３ 乙は貸付物品を亡失又はき損が乙の責任であるときは、乙の負担において貸付物品を現状に復

し、又は甲の決定した適正な価格をもって弁償しなければならない。 
（調査権） 
第７条 甲は貸付物品の維持管理の適正を期するため、必要があると認めるときは、職員をして、 
  その実態を調査させることができる。 
２ 甲は前項による実態調査についての報告若しくは、資料の提出を乙に対して求めることが   

できる。 
（解除） 
第８条 甲は次の各号のいずれかに掲げる事態が生じたときは、この契約を解除することができる。   

（１）甲において貸付物品を公用又は公共用に供する必要が生じたとき 
  （２）乙が第４条、第５条及び第６条の規定に違反したとき   
  （３）その他乙がこの契約上の義務を履行しないとき  
（その他） 
第９条 この契約に定めない事項については、甲乙協議をして定めるものとする。 
  
 この契約の締結を証するため、契約書を２通作成し、甲乙各自１通を所持するものとする。 
 
  令和８年３月 日 
                                                                                  
                               甲 貸付人  秋田県潟上市天王字追分西２７番地の１８ 
                                             秋田県立支援学校天王みどり学園 
                                                    校 長  〇〇 〇〇 
              
                                                                                  
                               乙 借受人  〇〇〇〇〇〇 
                       〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
                                           〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
                                                                                  
 
 



 様式１  貸付物品明細    
 
 
車両 

車名 車種 登録番号 車台番号 
初度登録 

年月 
排気量 燃料 登録年月日 

日産 
シビリアン 

特殊用途 
普通自動車 

秋田８００ 
す５１５４ 

DJW41- 
  056037 

平成 31 年 3 月 
４．４７    
Ｌ 

ガソリン 
平成 31 年 
3 月 15 日 

三菱 
ローザ 

特殊用途 

普通自動車 

秋田８００ 
す５６６０ 

BE740G- 
  100087  

令和 2 年 1 月 
２．９９  
Ｌ 

軽油 
令和 2 年 
1 月 28 日 

いすゞ 
エルガ 

乗合自動車 
秋田２００ 
は ４３２ 

LV290Q3- 
 7000258 

令和 4 年 3 月 
５．１９    
Ｌ 

軽油 
令和 4 年 
3 月 16 日 

 
 
その他備品 

品  名 規格・品質 数量 単位 

バス用 

クラスターイオン発生機 

デンソー 

044780-1700 
２ 台 

車内置き去り防止 

安全装置 

加藤電機 

BS-700S   
３ 台 

 

 



(案)
物品無償貸付契約書

貸付人 秋田県立ゆり支援学校 校長 ○○○○（以下「甲」という。）と借受人 ○○（以下
「乙」という）との間において、下記条項により物品の無償貸付契約を締結する。

（目的）
第１条 甲は、特別支援学校（中央地区）スクールバス等運行業務委託の受託者である乙に対し、

スクールバス等（以下「貸付物品」という）を無償で貸し付けるものとする。
（貸付物品）
第２条 甲が乙に貸し付ける物品は様式１のとおりとする。
（期間）
第３条 使用貸付の期間は、令和８年４月１日から令和９年３月３１日までとする。
（譲渡及び転貸の禁止）
第４条 乙はこの契約により生ずる権利を譲渡し、又は担保の目的に供してはならない。

２ 乙は貸付物品を転貸してはならない。
（貸付物品の管理）
第５条 乙は貸付物品を善良な管理者の注意をもって維持管理しなければならない。

２ 貸付物品の維持管理上必要な経費については甲が負担するものとする。
（使用上の制限）
第６条 乙は貸付物品の使用にあたっては、その用途以外の目的に供してはならない。

２ 乙は貸付物品を亡失し、又はき損した場合は直ちに甲にその旨を報告しなければならない。
３ 乙は貸付物品を亡失又はき損が乙の責任であるときは、乙の負担において貸付物品を現状
に復し、又は甲の決定した適正な価格をもって弁償しなければならない。

（調査権）
第７条 甲は貸付物品の維持管理の適正を期するため、必要があると認めるときは、職員をして、

その実態を調査させることができる。
２ 甲は前項による実態調査についての報告若しくは、資料の提出を乙に対して求めることが
できる。

（解除）
第８条 甲は次の各号のいずれかに掲げる事態が生じたときは、この契約を解除することができる。
（１）甲において貸付物品を公用又は公共用に供する必要が生じたとき
（２）乙が第４条、第５条及び第６条の規定に違反したとき
（３）その他乙がこの契約上の義務を履行しないとき

（その他）
第９条 この契約に定めない事項については、甲乙協議をして定めるものとする。

この契約の締結を証するため、契約書を２通作成し、甲乙各自１通を所持するものとする。

令和８年３月 日

甲 貸付人 秋田県由利本荘市水林４５６－３
秋田県立ゆり支援学校
校 長 ○○ ○○

乙 借受人 ○○○○
○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○



様式１ 貸付物品明細

品名 車種 登録番号 車台番号 初度登録年月 排気量 燃料 登録年月日

乗合自動車 小型バス 秋田200 BE63EG 平成15年3月 5.249 軽 油 平成15年
さ 388 －300319 Ｌ 3月25日

乗合自動車 小型バス 秋田200 BE740G 令和4年3月 2.99 軽 油 令和4年
さ 1966 －200176 Ｌ 3月16日

乗合自動車 大型バス 秋田200 LV29003 令和5年3月 5.19 軽 油 令和5年
は 441 －7000341 Ｌ 3月22日

品名 登録年月日 規格・品質 型式番号 メーカー 購入年月日
バス用置き去り 令和5年 B-HO KMK-900 レゾナント 令和5年
防止装置 6月30日 秋田200 SET-A100 システムズ 6月30日

さ388用
バス用置き去り 令和5年 B-HO KMK-900 レゾナント 令和5年
防止装置 6月26日 秋田200 SET-A100 システムズ 6月26日

さ1966用
バス用置き去り 令和5年 B-HO KMK-900 レゾナント 令和5年
防止装置 6月27日 秋田200 SET-A100 システムズ 6月27日

は441用


